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第 10 回日本心臓リハビリテーション学会近畿地方会

開催のご案内

第 10 回日本心臓リハビリテーション学会
近畿地方会　会長

今　井　　　優
（医仁会武田総合病院　疾病予防センター）

　この度、第 10 回心臓リハビリテーション学会近畿地方会を京都テルサで開催させていただきます。
　この節目の回に会長を拝任し、京都で開催できますことを光栄に存じます。会長は健康運動指導…
士、副会長は理学療法士という二人で進めてまいります。
　テーマは「地域の中での心臓リハビリテーション」といたしました。
　近年は、対象者が様々な心臓、大血管疾患患者に拡がり、重複疾患、低心機能患者に対して個々の
急性期リハビリテーションが行われています。
　退院後の心臓リハビリテーション実施必要度が増しており、回復期リハビリテーション、訪問リハ
ビリテーション、通所リハビリテーションでの対応に期待が高まっています。
　また、医療法 42 条施設、健康増進・指定運動療法施設での維持期心臓リハビリテーションの実施
も同じく重要性が増しています。
　そんな中、急性期から維持期へと繋げていく心臓リハビリテーションに、地域の特徴を生かして取
り組まれている施設が増えています。本会では、各施設での特色ある取り組みを、近畿全体に伝えた
いと考えています。
　学会の進行は、一度原点に戻り小規模な進行で充実したものにしてまいります。
　心臓リハビリテーション学会本会が 30 周年を迎えた記念の年度に、当地方会が 10 年の節目を迎え
る今回、実りのある会にすることを目指しております。
　会の運営に際しましては、各幹事・評議員の先生方のお力添えを賜りながら行って参ります。
　貴社におかれましても、本会の趣旨にご賛同をいただき、ご協賛を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。



― 4―

目　　次

ごあいさつ………………………………………………………………………………………………… 3

近畿支部　役員…………………………………………………………………………………………… 5

日本心臓リハビリテーション学会支部制度規則……………………………………………………… 7

会場周辺図………………………………………………………………………………………………… 12

会場案内図………………………………………………………………………………………………… 13

参加者の皆様へ…………………………………………………………………………………………… 14

日程表……………………………………………………………………………………………………… 17

プログラム………………………………………………………………………………………………… 19

抄録

　会長講演………………………………………………………………………………………………… 32

　特別講演………………………………………………………………………………………………… 33

　教育講演………………………………………………………………………………………………… 34

　シンポジウム…………………………………………………………………………………………… 35

　CPXセミナー… ……………………………………………………………………………………… 43

　一般演題………………………………………………………………………………………………… 45



― 5―

支 部 長 宮　脇　郁　子 神戸大学

副支部長 古　川　　　裕 神戸市立医療センター中央市民病院
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෦　໾һࢧـۙ
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෦ධٞһࢧ　෦ࢧـۙ
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評議員 林　　　宏　憲 医療法人 CCR 林ハートクリニック

評議員 木　股　正　樹 市立大津市民病院

評議員 若　林　孝　明 済生会滋賀県病院

評議員 豊　福　　　守 日本赤十字社和歌山医療センター

評議員 川　上　利　香 大阪府済生会吹田病院
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評議員 小　林　成　美 神戸大学大学院医学研究科

評議員 伊　藤　健　一 奈良学園大学

評議員 中　川　　　理 市立豊中病院

評議員 大　石　醒　悟 医療法人社団まほし会　真星病院

評議員 星　賀　正　明 大阪医科薬科大学病院

評議員 川　口　民　郎 滋賀医科大学医学部附属病院

評議員 横　松　孝　史 三菱京都病院

評議員 谷　本　貴　志 和歌山県立医科大学

評議員 森　下　好　美 もりした循環器科クリニック

評議員 上　坂　建　太 北野病院

評議員 中　川　義　久 滋賀医科大学

評議員 野　口　暉　夫 国立循環器病センター

評議員 大久保　英　明 甲南医療センター

評議員 村　田　　　誠 国立循環器病研究センター

評議員 笠　井　健　一 松下記念病院

評議員 村　井　亮　介 神戸市立医療センター中央市民病院
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೔ຊ৺ଁϦϋϏϦςʔγϣϯֶձࢧ෦੍౓نଇ

ୈ̍ষ　総　ଇ
（支部のઃஔ）
ୈ � ৚　日本৺ଁリハϏリςーγϣン学会（Ҏ下ʮ本学会ʯͱ͍͏ɻ）はɺఆߦࢪ׺細ଇୈ �� ৚ʹجづきɺ࣍の
֤஍ํʹ支部（Ҏ下ʮ支部ʯͱ͍͏ɻ）Λஔ͘ɻ
　　　　（�）北ւ道支部ɿ北ւ道
　　　　（�）౦北支部ɿ੨森県ɺळ田県ɺؠख県ɺ山ܗ県ɺ宮৓県ɺ福ౡ県
　　　　（�）関౦甲৴ӽ支部ɿ৽ׁ県ɺ܈അ県ɺಢ木県ɺҵ৓県ɺઍ༿県ɺ࡛ۄ県ɺ౦京都
　　　　　　　　　　　　　　神奈川県ɺ山ས県ɺ長野県
　　　　（�）北཮支部ɿ෋山県ɺ石川県ɺ福井県
　　　　（�）౦ւ支部ɿ੩岡県ɺ愛஌県ɺذෞ県ɺ三ॏ県
　　　　（�）近ـ支部ɿ滋賀県ɺ京都府ɺ奈良県ɺ大阪府ɺ兵庫県ɺ和歌山県
　　　　（�）中国支部ɿௗऔ県ɺౡ根県ɺ岡山県ɺ޿ౡ県ɺ山口県
　　　　（�）࢛国支部ɿಙౡ県ɺ香川県ɺ愛ඤ県ɺ高஌県
　　　　（�）۝भ支部ɿ福岡県ɺ佐賀県ɺ長崎県ɺ۽本県ɺ大෼県ɺ宮崎県ɺࣛࣇౡ県ɺԭೄ県
�ɽ支部はɺఆ׺ୈ � ষʹఆΊΔ理事会（Ҏ下ʮ本部理事会ʯͱ͍͏ɻ）の議ܾʹよりɺ合ซɺ෼ׂٴͼ۠෼มߋ
Λ͢Δ͜ͱがͰきΔɻ

（支部のߏ成）
ୈ � ৚　支部は本学会の会員Λもͬͯߏ成͢Δɻ
�ɽ本学会の会員はɺۈ務஍の所͢ࡏΔ県が所属͢Δ支部ʹ所属͢Δものͱ͢Δɻ
�ɽۈ務஍のͳ͍会員ʹ͍ͭͯはɺॅ所஍の県が所属͢Δ支部ʹ所属͢Δものͱ͢Δɻ

（事務ہのઃஔ）
ୈ � ৚　支部ʹ事務ہΛஔ͘ɻ
�ɽ事務ہはɺ支部長がࢦఆ͢Δࢪઃʹஔ͘͜ͱがͰきΔɻ

ୈ̎ষ　໨త͓よͼ事ۀ
（໨త）
ୈ � ৚　支部はɺ౰֘஍ํʹ͓͚Δ本学会ٴͼ৺ଁリハϏリςーγϣンʹ関͢Δ学ज़研究のৼڵɺ人ࡐҭ成ɺܒ
ൃΛਤΔ͜ͱΛ໨తͱ͢Δɻ

（事ۀ）
ୈ � ৚　支部はɺ前৚の໨తΛୡ成͢ΔたΊɺ࣍の事ۀΛ͏ߦɻ
　　　　（�）学ज़ू会（Ҏ下ʮ஍ํ会ʯͱ͍͏ɻ）の։࠵
　　　　（�）幹事会ɾ評議員会の։࠵ɺ஍ํ会։࠵ʹ関࿈͢Δ会議の։࠵

ୈ̏ষ　支部໾員
（支部໾員）
ୈ � ৚　ୈ � ৚の֤支部ʹ࣍の໾員Λஔ͘ɻ
　　　　（�）支部幹事　� 人͔Β �� 人ఔ౓
　　　　（�）庶務幹事　� ʙ � 人
�ɽ支部幹事の͏ͪɺ̍人Λ支部長ɺ̍人Λ副支部長ͱ͢Δɻ
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（બ೚౳）
ୈ � ৚　支部幹事はɺ前೚の支部長ɺ副支部長ຢは支部幹事のਪનʹよりɺ前記の支部幹事会がબ೚͢Δɻ
�ɽ支部長はɺ支部幹事のޓબͱ͢Δɻ
�ɽ副支部長はɺ支部長が໊ࢦしɺ支部幹事会のঝೝΛಘΔɻ
�ɽ庶務幹事はɺ支部会員の中͔Β支部長が໊ࢦしɺ支部幹事会のঝೝΛಘΔɻ

（৬務）
ୈ � ৚　支部長はɺ支部のۀ務Λ総理͢Δɻ
�ɽ副支部長はɺ支部長Λิ佐しɺ支部長ʹ事ނが͋Δͱきຢは支部長が͚ܽたͱきはɺͦの৬務Λ୅͢ߦΔɻ
�ɽ支部幹事はɺ支部幹事会のܾ議ʹجづきɺ支部の事ۀΛاըし͜ΕΛ਱͢ߦΔɻ
�ɽ庶務幹事はɺ支部のӡӦʹඞཁͳۀ務Λ͏ߦɻ

（೚ظ౳）
ୈ � ৚　໾員の೚ظは � ೥ͱ͢Δɻୠし࠶೚Λ๦͛ͳ͍ɻ
�ɽิܽのたΊຢは૿員ʹよりब೚した໾員の೚ظはɺͦΕぞΕの前೚ऀຢはݱ೚ऀの೚ظの࢒ଘؒظͱ͢Δɻ
�ɽ໾員はɺ೚ظຬ了ޙʹ͓͍ͯもɺޙ೚ऀがब೚͢ΔまͰはͦの৬務Λߦわͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻ

（ܽ員ิॆٴͼղ೚）
ୈ �� ৚　支部໾員のܽ員ิॆٴͼղ೚はɺఆ׺ୈ �� ৚ٴͼಉ �� ৚Λ४༻͢Δɻ
�ɽ前߲の৔合ɺఆ׺中ʮ理事長ʯͱ͋Δのはʮ支部長ʯɺʮ理事ʯͱ͋Δのはʮ支部幹事ʯɺʮ理事会ʯຢはʮ総 
会ʯͱ͋Δのはʮ支部幹事会ʯͱ͢Δɻ

ୈ̐ষ　会　議
（छผ）
ୈ �� ৚　支部の会議はɺ支部幹事会ͱ͢Δɻ

（支部幹事会のߏ成）
ୈ �� ৚　支部幹事会はɺ支部幹事Λもͬͯߏ成͢Δɻ

（支部幹事会のݖೳ）
ୈ �� ৚　支部幹事会はɺ࣍の事߲Λܾ議͢Δɻ
　　　　（�）஍ํ会会長のબ೚
　　　　（�）支部ʹ͓͚Δ事ܭۀըٴͼ事ۀใࠂ
　　　　（�）支部長ٴͼ支部評議員のબ೚
支部幹事のબ೚ظ࣍（�）　　　　
　　　　（�）ͦのଞඞཁͱೝΊた事߲
�ɽ前߲ʹよりܾఆした事߲ʹ͍ͭͯは学会本部理事会のঝೝΛಘΔɻ
�ɽ前߲ʹよりܾఆした事߲は支部会員ʹप஌͢Δɻ

（支部幹事会の։࠵）
ୈ �� ৚　支部幹事会はɺ೥ � ճҎ上։͢࠵Δɻ
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（͜のنଇʹఆΊのͳ͍事߲）
ୈ �� ৚　支部幹事会ʹ関しɺ͜のنଇʹఆΊがͳ͍事߲ʹ͍ͭͯはɺఆ׺ୈ �� ৚ɺୈ �� ৚のྫʹよΔɻ
�ɽ前߲の৔合ɺఆ׺ʹʮ理事会ʯͱ͋Δのはʮ支部幹事会ʯɺʮ理事長ʯͱ͋Δのはʮ支部長ʯɺʮ理事ʯͱ͋Δ 
のはʮ支部幹事ʯͱ͢Δɻ

ୈ̑ষ　஍ํ会
（໨త）
ୈ �� ৚　஍ํ会はɺ支部会員の研究ൃදの৔ͱ͢Δɻ

（஍ํ会の։࠵）
ୈ �� ৚　஍ํ会はɺ೥̍ճҎ上։࠵しɺͦの࣌ظʹ͍ͭͯは本部会ܭ೥౓຤の࣌ظΛྀߟしܾͯఆ͢Δɻ

（஍ํ会会長）
ୈ �� ৚　஍ํ会ʹ会長（Ҏ下ʮ஍ํ会会長ʯͱ͍͏ɻ）Λஔ͘ɻ
�ɽ஍ํ会会長は原ଇ支部幹事よりબ೚͢Δɻたͩしɺ庶務幹事ɾ支部評議員͔Βのਪનもࠩし支͑ͳ͍が支部
幹事Λ副会長ʹஔ͘ɻ

（஍ํ会会長の৬務）
ୈ �� ৚　஍ํ会会長はɺ஍ํ会Λओ͢࠻Δɻ

ୈ̒ষ　会　ܭ
（支部の事ۀ೥౓）
ୈ �� ৚　֤支部の事ۀ೥౓はɺຖ೥ � ݄ � 日ʹ࢝まりཌ೥ � ݄ �� 日ʹऴわΔɻ

（支部の事ܭۀըٴͼ予ࢉ）
ୈ �� ৚　֤支部の事ܭۀըٴͼ͜Εʹ൐͏ऩ支予ࢉはɺຖ事ۀ೥౓͝ͱʹ支部長が࡞成͢Δɻ
�ɽ支部長はɺ本学会本部の理事会ʹରしɺ前߲の事ܭۀըॻٴͼऩ支予ࢉදΛఏग़͢Δɻ
�ɽ༨৒ۚͱはɺ஍ํ支部ʹ෼഑（༬ୗ）し͍ͯたֹۚΛؚΊた֤支部ऩ支ֹ͔ࠩΒɺ෼഑ۚ（༬ୗ）ٴͼ੫ۚ
౳ΛࠩしҾき༨ͬたֹۚͱ͢Δɻ
�ɽ༨৒ۚがग़た৔合ɺ஍ํ会։࠵Ҏ֎の׆ಈΛՄೳͱ͢Δがɺ支部の׆ಈͰはͳ͘ɺ஍ํ会੍౓部会の事ۀͱ
͢Δɻ஍ํ会੍౓部会はɺ部会内のҙݟΛऔりまͱΊɺ౰֘支部の׆ಈ内༰ΛܾΊɺ׆ಈܭըʹ関しͯ理事会ঝ
ೝޙɺ༨৒ۚのग़た౰֘支部ʹ఻͑Δ
˞੫ۚのࢉܭは࠵ڞඅɺలࣔ୅の合ֹۚܭの ��ˋのֹۚの ��ˋͱ͢Δɻ

（支部の事ۀใٴࠂͼܾࢉ）
ୈ �� ৚　֤支部の会ܭはɺ࠷ऴతʹ本部ͰऔりまͱΊΔ͜ͱͱしɺఆ׺ୈ � ষʹఆΊΔ会ܭʹ合͢ࢉΔɻ

（஍ํ会の会ܭ）
ୈ �� ৚　஍ํ会の会ܭはɺ஍ํ会会長が͔ͭ͞ͲΔɻ
�ɽ஍ํ会会長はɺ஍ํ会のӡӦʹͭきಠ立ࢉ࠾の౒ྗΛ͢Δɻ
�ɽ஍ํ会のܭըٴͼ͜Εʹ൐͏ऩ支予ࢉはɺ஍ํ会։͝࠵ͱʹ஍ํ会会長が࡞成͢Δɻ
�ɽ஍ํ会会長はɺ஍ํ会ऴ了ޙɺ଎΍͔ʹੵݟॻ౳Λ本部ʹఏग़しɺ本部事務ہʹͯऩ支ใࠂॻΛ࡞成しɺ஍
ํ会会長ʹใ͢ࠂΔɻ
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ୈ̓ষ　支部評議員会
（支部評議員）
ୈ �� ৚　֤支部ʹ評議員Λஔ͘ɻ
�ɽ支部評議員のఆ਺はɺ�� 人Ҏ上 �� 人Ҏ下ͱ͢Δɻ

（支部評議員のબ೚）
ୈ �� ৚　支部評議員はɺ支部長ɺ副支部長ຢは支部幹事が支部会員の中͔Βਪનしɺ支部幹事会ʹ͓͍ͯબ೚ 
͢Δɻ

（支部評議員の೚ظ）
ୈ �� ৚　支部評議員の೚ظは � ೥ͱ͢Δɻୠし࠶೚Λ๦͛ͳ͍ɻ

（支部評議員会）
ୈ �� ৚　֤支部ʹ支部評議員会Λஔ͘ɻ
�ɽ支部評議員会はɺ支部評議員Λもͬͯߏ成͢Δɻ
�ɽ支部評議員会は೥ � ճҎ上։͢࠵Δɻ
�ɽ支部長はɺ支部評議員会ʹରしɺ支部幹事会ܾఆ事߲Λใ͢ࠂΔɻ

（支部評議員会のݖೳ）
ୈ �� ৚　支部評議員会はɺ支部長のࢾ໰ʹԠ͡ɺ支部のӡӦʹ関͢ΔॿݴΛ͢Δɻ

ୈ̔ষ　نଇのվഇ
（ଇのվഇن）
ୈ �� ৚
͜のنଇのվഇはɺ本部理事会のܾ議Λͯܦɺ本学会の理事長が͜ΕΛ͜͏ߦͱがͰきΔɻ
�ɽ理事長はɺ本部評議員会ʹରしɺ前߲のվഇΛใ͢ࠂΔものͱ͢Δɻ

附ଇ

�　支部幹事はɺ࣍の৚݅Λຬた͢ऀͰ͋Δ͜ͱΛཁ͢Δɻ
　（�）ब೚೥౓の � ݄ � 日ࡏݱͰຬ �� ະຬͰ͋Δ͜ͱɻࡀ
　（�）ఆ׺ୈ � ষʹఆΊΔ評議員（Ҏ下ʮ本部評議員ʯͱ͍͏ɻ）Ͱ͋Δ͜ͱɻ
　（�）支部幹事ʹ;͞わし͍࣮੷が͋Δ͜ͱɻ
�　支部評議員はɺ࣍の৚݅Λຬた͢ऀͰ͋Δ͜ͱΛཁ͢Δɻ
　（�）ब೚೥౓の � ݄ � 日ࡏݱͰຬ �� ະຬͰ͋Δ͜ͱɻࡀ
　（�）支部評議員ʹ;͞わし͍࣮੷が͋Δ͜ͱɻ
�　஍ํ会会ܭはɺ࣍のͱ͓りͱ͢Δɻ
　（�）֤支部ʹは本学会本部͔Βຖ೥一ఆֹΛ༬ୗ͢Δɻ͜ΕΛʮ෼഑ۚʯͱ͍͏ɻ
　（�）஍ํ会会長はࢀՃऀʹରしࢀՃඅΛ௃ऩ͢Δ͜ͱがͰきΔɻ
　（�）஍ํ会։࠵のҊ内ɺϓϩάラϜ࡞成ɺ༣ૹͳͲʹ͔͔わΔܦඅɺট଴ߨԋऀのँྱͳͲʹॆͯΔɻ
�　֤支部のॳ୅໾員はɺ࣍のͱ͓りͱ͢Δɻ
　（�）支部長　֤支部ʹ所属͢Δ本部理事の中͔Β本部理事会ʹよりબ೚͞Εたऀɻ所属͢Δ本部理事がෆࡏ

の৔合ɺ֤支部ʹ所属͢Δʮ本部評議員ʯの中͔Β本部理事会͔Βબ೚͞Εたऀɻ
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　（�）支部幹事　֤支部ʹ所属͢Δ本部理事ٴͼఆ׺ୈ � ষʹఆΊΔ幹事ฒͼʹ本部評議員の中͔Βॳ୅支部
長が໊ࢦしたऀɻ

　（�）ͦのଞ໾員　本نଇʹఆΊΔํ法ʹよりબ೚͞Εたऀɻ
　（�）೚ظは本部೚ظͱಉ一ͱ͢ΔたΊɺॳ೥౓は � ೥ͱ͢Δɻ
�　໊༪会員ٴͼޭ࿑会員はɺ౰֘支部幹事会ʹग़੮しͯҙݟΛの΂Δ͜ͱがͰきΔɻたͩしɺ議ܾݖは༗しͳ 

͍ɻ
�　本支部会ଇは平成 �� ೥ � ݄ �� 日より͢ߦࢪΔɻ

ྩ和 � ೥ � ݄ �� 日վగ
ྩ和 � ೥ � ݄ �� 日վగ
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ձ৔पลਤ

౎テϧαژ
京都市南۠౦۝৚下఼田ொ �� ൪஍（৽ொ௨۝৚下ϧ）

⿏ +R 京都駅（八৚口西口）より南΁ెา໿ �� ෼

⿏近మ౦ࣉ駅より౦΁ెา໿ � ෼

⿏஍下మ۝৚駅 � ൪ग़口より西΁ెา໿ � ෼

⿏市όε۝৚ं庫南΁͙͢

⿏໊神京都南インターより国道 � ߸北ߦき市内ํ໘΁ɺ
　۝৚௨Λ౦΁ɺ۝৚৽ொަࠩ఺Λ南΁
　༗ྉறं৔が஍下ʹ ��� ୆͍͟͝ま͢



― 13―

ձ৔Ҋ಺ਤ

３Ｆ

講師控室 評議員会会場

２Ｆ

１Ｆ 機器展示

参加受付　単位受付

講師控室

ポスター会場

第２会場

第１会場

東館 西館EAST WEST
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Ճऀͷօ༷΁ࢀ

１．参加受付・参加証について
����Ճड෇ɿࢀ　 ೥ � ݄ � 日（日）�ɿ�� ʙ　ड෇։࢝
ࢀ　 Ճ අɿ会員医ࢣɾ一ൠ　　　　　　　�
��� ԁ（ෆ՝੫）
　　　　　　ϝσΟΧϧεタッϑ　　　　　�
��� ԁ（ෆ՝੫）
　　　　　　ඇ会員医ࢣɾ一ൠ　　　　　　�
��� ԁ（内ফඅ੫ ��ˋ　��� ԁ）
　　　　　　ඇ会員ϝσΟΧϧεタッϑ　　�
��� ԁ（内ফඅ੫ ��ˋ　��� ԁ）

２．昼食について
　ランνϣンセϛφーʹ͓ͯห౰Λ४උ͍たしま͢ɻ
　ランνϣンνέットの഑෍は͍͟͝まͤΜのͰɺ会৔前ʹ͓ฒͼ͍ͩ͘͞ɻ
　਺ྔʹݶりが͋りま͢のͰ予Ί͝了ঝ͍ͩ͘͞ɻ

３．支部評議員会　12：00 ～ 13：00
　会৔ɿ西ؗ � ֊　ୈ � 会議ࣨ

４．学会への入会手続きについて
　ൃදऀは本学会会員ʹݶりま͢ɻະೖ会のํは学会ϗーϜϖーδより͓खଓきΛ͓͍ئしま͢ɻ
　IUUQ���XXX�KBDS�KQ�XFC�KPJO�
　ʻ日本৺ଁリハϏリςーγϣン学会　事務ہʼ
　˟ ���ô����　౦京都ौ谷۠୅ʑ木 �ô��ô�ô���
　5&-ɿ��ô����ô����　　'"9ɿ��ô����ô����　　&�NBJMɿKBDS�TPDJFUZ!VNJO�BD�KQ

５．その他
　ୗࣨࣇのઃஔは͍͟͝まͤΜɻ
　会৔Ͱのݺͼग़しはͰきまͤΜɻ
　会৔内ͰのࡱӨɾ࿥ըɾ࿥Իは͝ԕྀ͍ͩ͘͞ɻࡱӨɾ࿥ըは事務ہのڐՄがඞཁͰ͢ɻ
　会৔内Ͱはܞଳి࿩のిݯΛ੾Δ͔ϚφーϞード΁੾りସ͍͑ͯͩ͘͞ɻ
　会৔ٴͼ会৔पลはېԎͰ͢ɻ

˞৺ଁリハϏリςーγϣンࢦಋ࢜ߋ֨ࢿ৽୯Ґ
ೝఆߋ৽୯Ґは஍ํ会ࢀՃͰ � ୯Ґɺൃදऀは௥ՃͰ � ୯ҐͰ͢ɻ৺ଁリハϏリςーγϣンࢦಋ࢜ɺೝఆ医ɺ
上ࢦڃಋ࢜の֨ࢿΛ͓࣋ͪのํʹରしͯɺࢀՃొ࿥࣌ʹʮ୯Ґొ࿥ථʯΛ͓౉ししま͢ɻඞཁ事߲Λ͝記ೖの
上ɺ会ظ౰日中ʹࢦಋ࢜୯Ґड෇まͰ͝ఏग़͍ͩ͘͞ɻ

˞健߁ӡಈࢦಋ͓࢜よͼ健߁ӡಈ࣮ફࢦಋऀ　� ୯Ґ
　健߁ӡಈࢦಋ࢜ɾ健߁ӡಈ࣮ફࢦಋऀূΛ͓͍࣋ͪͩ͘͞ɻ
　౰日総合ड෇ͰडূߨΛൃߦしま͢ɻ
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口演発表　演者・座長の皆様へ

１．演者の皆様へ
ɾൃදʹ͝࢖༻͍たͩ͘ࡐػは 1C のみͱͳりま͢ɻൃද会৔ʹは 8JOEPXT の 1C Λ͝༻ҙしま͢ɻ（ԋ୆ʹは

Ϛ΢εͱΩーϘードが༻ҙ͞Ε͍ͯま͢）ɻ.BDJOUPTI Λ͝利༻の৔合はࣗ͝਎の 1C Λ͝利༻͍ͩ͘͞ɻͳ 
͓ɺม׵έーϒϧは͍࣋ͩ͘͝͞ࢀɻ（会৔Ͱは )%.* ରԠɻ）

ɾ口ԋͰൃද͢Δํはɺ利益相൓のਃࠂΛ͓͍͍ئたしま͢ɻ
　IUUQ���XXX�KBDS�KQ�XFC�BTTFNCMZ�DPJ� ಈ法人日本৺ଁリハϏリςー׆Ε͓ͯりま͢ʪಛఆඇӦ利͞ࡌܝʹ

γϣン学会ʮ医学研究の利益相൓（CPOGMJDU PG JOUFSFTU� C0*）ʹ関͢Δࢦ਑ʯの細ଇʫΛ֬͝ೝ͍たͩきɺਃ
੥ݟ本Λμ΢ンϩードまたはɺಉ༷ࣜͰ࡞成の͏͑ɺεライドの � ຕ໨ʹ͝ఏ͍ࣔたͩきま͢よ͏͓͍͍ئた
しま͢ɻ

ɾಈըϑΝイϧΛ࢖༻͞ΕΔํはɺෆ۩合が生͡Δ͜ͱが͍͟͝ま͢のͰ念のҝࣗ͝਎のύιίンΛ͓࣋ͩ͘ࠐ
͍͞ɻ

ɾൃදσータは .JDSPTPGU 1PXFS1PJOU ���� まͰの͍ͣΕ͔Ͱ࡞成し͍ͯͩ͘͞ɻ
ɾൃදσータは 64# ϝϞリʹ͍ͯ࣋ͩ͘͝͞ࢀɻ
ɾϑΥントは 8JOEPXT ඪ४のϑΥントのみΛ͝࢖༻͍ͩ͘͞ɻ（ಛघͳϑΥントΛ࢖༻͞Εま͢ͱ୅ସϑΥン

トʹஔき͑׵ΒΕɺϨイア΢トが่ΕΔ͜ͱが͋りま͢）

ɾ1C ड෇は֤会৔内Ͱ͍ߦま͢ɻ
　64# ʹσータΛ保ଘし֤会৔の所ఆの৔所ʹ͓ӽし下͍͞ɻ
　εタッϑがରԠகしま͢ɻࣗ͝਎の 1C Λ࣋ͪࠐΉ͜ͱもՄೳͰ͢ɻ
　ୈ � 会৔はɺ෣୆କʹͯσータのड͚౉しΛ͓͍ئしま͢ɻ
　ୈ � 会৔はɺ会৔内前ํʹύーςーγϣンͰғわΕ͍ͯΔ中Ͱ͓͍ئしま͢ɻ
ɾൃදの �� ෼前まͰʹ会৔内の࣍ԋऀ੮Ͱ଴ػし͍ͯͩ͘͞ɻ
ɾ͝ൃද࣌ʹはɺԋ୆ʹセット͞Ε͍ͯΔϚ΢εɺΩーϘードΛ࢖༻しͯ͝ൃදし͍ͯͩ͘͞ɻ
ɾʮൃදऀπーϧʯの࢖༻はͰきまͤΜɻԁ׈ͳਐྗڠ͝ʹߦΛ͓͍͍ئたしま͢ɻ
ɾൃද࣌ؒݫ守Ͱ͓͍ئしま͢ɻ

【PC 本体持込みによる発表の場合】
̍）.BDJOUPTI Λ͝࢖༻のํはɺඞͣࣗ͝਎の 1C 本ମΛ͓࣋ࠐみ͍ͩ͘͞ɻ
̎）会৔Ͱ༻ҙ͢ΔϓϩδΣクター΁の֎部ग़ྗέーϒϧίωクタのܗঢ়はɺʮ)%.*ʯͰ͢ɻ͜のग़ྗ୺子Λ

࣋ͭ 1C Λ͝༻ҙ͍た͔ͩ͘ɺ͜のܗঢ়ʹม͢׵ΔίωクタΛඞཁͱ͢Δ৔合ʹはඞ͍ͣ࣋ͩ͘͝͞ࢀɻి
έーϒϧも๨Εͣʹ͓͍࣋ͪͩ͘͞ɻݯ

̏）͓͍࣋ͪたͩ͘ 1C ͔Β֎部Ϟニターʹ正し͘ग़ྗ͞ΕΔ͔事前ʹಈ֬࡞ೝΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
ಈΛ͢Δ͜ͱが͋りま͢のͰɺύεϫードೖྗはʠෆཁʡʹઃఆし͍ͯͩ͘͞ɻى࠶（̐
̑）εクリーンセーόーͳΒͼʹলిྗઃఆɺϗットίーφーは事前ʹղআし͓͍͍ͯͯͩ͘͞ɻ
̒）1C 本ମΛ࣋ͪࠐまΕΔ৔合Ͱもɺඞͣ 1C ड෇Ͱ֬ࣸࢼೝΛ͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ
̓）͓༬͔りした 1C 本ମはɺൃදऴ了ޙɺ会৔内のΦϖϨーター੮ʹͯฦ٫͍たしま͢のͰɺ଎΍͔ʹ͓ड͚

औり͍ͩ͘͞ɻ

２．座長の皆様へ
ɾ୲౰セッγϣンの �� ෼前ʹはɺ࣍࠲長੮΁͝ண੮͍ͩ͘͞ɻ
ɾਐߦΛ一೚しま͢のͰɺ࣌ؒ஗Ԇのͳ͍よ͏͍ͩ͘͝͞ྗڠɻ
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ポスター発表 演者・座長の皆様へ  

1． 演者の皆様へ  

•  ポスター発表は、フリーディスカッションです。従来のように座長を設定しての発表ではなく、 

14：10～15：10 の時間に、発表者ご自身のポスターの前で待機いただき、聴衆者と自由討議の形式です。 

• 発表者の方は、演題番号をご確認のうえ、演題番号ごとに指定されたパネルにポスターを掲示してください。  

• ポスター提示用のピンは事務局にて準備いたします。  

 

2.  審査員の皆様へ  

• 10分前には、ポスター会場（京都テルサ 西館 2F テルサホール横ロビー）にお越しください。 

■ ポスター掲示 140 ㎝×90 cm 

3. 右図のポスターパネルをご用意いたしま

す。貼付部分に収まるように掲示してくださ

い。(事務局では演題番号はご用意い 

たしますが、演題名のパネルは用意いたしま

せん。) 左上 15cm×15 ㎝箇所に演題番号を

貼付しますので、演題番号貼付箇所以外に収

まるように作成してください。 

■ ポスター会場 

京都テルサ 西館 2F テルサホール横ロビー 

■ ポスター貼付け・発表・撤去時間 

貼り付け： 2025 年 2 月 9 日（日） 9：00

から 

撤 去： 2025 年 2 月 9日（日） 16:35-17:00 

撤去時間終了後に残っているポスターは、事

務局にて処分いたします。 

 

 

 

ポスター発表　演者・審査員の皆様へ

１．演者の皆様へ
ɾϙεターൃදはɺϑリーσΟεΧッγϣンͰ͢ɻैདྷのよ͏ʹ࠲長ΛઃఆしͯのൃදͰはͳ͘ɺ��ɿ�� ʙ

��ɿ�� の࣌ؒʹɺൃදऀࣗ͝਎のϙεターの前Ͱ଴͍ػたͩきɺௌऺऀͱࣗ༝౼議のࣜܗͰ͢ɻ
ɾൃදऀのํはɺԋ୊൪߸Λ֬͝ೝの͏͑ɺԋ୊൪߸͝ͱʹࢦఆ͞ΕたύωϧʹϙεターΛࣔܝし͍ͯͩ͘͞ɻ
ɾϙεターఏࣔ༻のϐンɺൃදऀ༻リϘンは事務ہʹͯ४උ͍たしま͢ɻ

２．審査員の皆様へ
ɾ�� ෼前ʹはɺϙεター会৔（京都ςϧα　西ؗ �'　ςϧαϗーϧ横ϩϏー）ʹ͓ӽし͍ͩ͘͞ɻ

■ポスター掲示　140 cm × 90 cm
　ӈਤのϙεターύωϧΛ͝༻ҙ͍たしま͢ɻష෇
部෼ʹऩまΔよ͏ʹࣔܝし͍ͯͩ͘͞ɻ（事務ہͰ
はԋ୊൪߸は͝༻ҙ͍たしま͢がɺԋ୊໊のύωϧ
は༻ҙ͍たしまͤΜɻ）
上ࠨ　 �� DN ʷ �� DN Օ所ʹԋ୊൪߸Λష෇しま
͢のͰɺԋ୊൪߸ష෇Օ所Ҏ֎ʹऩまΔよ͏ʹ࡞成
し͍ͯͩ͘͞ɻ

˙ϙεター会৔
　京都ςϧα　西ؗ �'　ςϧαϗーϧ横ϩϏー
˙ϙεターష෇͚ɾൃදɾఫؒ࣌ڈ
　షり෇͚ɿ���� ೥ � ݄ � 日（日）�ɿ�� ͔Β
　ఫڈɿ���� ೥ � ݄ � 日（日）��ɿ�� 〜 ��ɿ��
　ఫؒ࣌ڈऴ了͍ͯͬ࢒ʹޙΔϙεターはɺ事務ہ

ʹͯॲ෼͍たしま͢ɻ

次回　第 11回日本心臓リハビリテーション学会近畿支部地方会

１．テーマ：心臓リハビリテーションで全人的医療に取り組む（仮）

２．会　期：2026 年 2月 11日（水・祝）

３．会　長：近藤　博和（天理よろづ相談所病院　循環器内科・リハビリテーション部）

　　副会長：仲村　直子（神戸市立医療センター中央市民病院　看護部）

４．会　場：奈良県コンベンションセンター
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第一会場
（テルサホール）

第二会場
（東館２階

セミナー室１～３）

ポスター会場
（テルサホール

ロビー）

評議員会会場
（西館３階
第２会議室）

�：00

�：00

10：00

11：00

12：00

1�：00

1�：00

1�：00

16：00

�：�0　ड　෇

ϙεターࣔܝ

16：��　ด会ࣜ

�：�0　開会式

1�：00 ʙ 1�：�0
会長講演
Ҫ　༏ࠓ：ԋऀ　ོ࢘ݪ長：໺࠲

1�：��ʙ 1�：0�
特別講演
Ҫ　༏　ԋऀ：ຟా　ग़ࠓ：長࠲

�：��ʙ 10：��
優秀演題セッション
࿬Ү子ɺനੴ༟Ұٶ：長࠲
৹ࠪҕһ：
　　　୩ޱ良࢘ɺ民ాߒҰ
　　　仲村直子ɺ࡫প直थ
੉੟࢘ࠇ　　　

10：��ʙ 11：��
シンポジウム1
#SJEHF�UIF�HBQTɿҡ࣋期৺Ϧϋ
Λ஍ҬɾΫϦχοΫͰ࢓͏ߦ૊Έ
藤༿Ұɺ近藤博和ޙ：長࠲
ԋऀ：৿Լ　ॠɺ中村༸و
　　　ా中ઍय़ɺా中ΈͲり

1�：10ʙ 1�：10
シンポジウム2
௒ੑٸ期ͷ疾ױผͷ৺Ϧϋ։࢝ͱ
ਐجߦ४Λ͑ߟΔ
ೡ子ɺຊଟ　༞࡫長：খ࠲
ԋऀ：村ా　੣ɺ୩ޱ良࢘
　　　੢ߒݪਅɺനੴ༟Ұ

1�：�0ʙ 16：�0
CPXセミナー
長：近藤博和࠲
ԋऀ：村ా　੣

1�：20ʙ 16：0�
スイーツセミナー
理ܙຊ཯子　ԋऀ：Ճ藤܀：長࠲
খ໺ༀ඼ࣜגۀ޻会ࣾʗ
ΞετϥθωΧࣜג会ࣾ

16：10ʙ 16：�0
教育講演
า　ݪ長：水୩和࿠　ԋऀ：஛࠲
)ZPHP�1TZDIP�DBSEJPMPHZ 会ڀݚ

1�：10ʙ 1�：10
シンポジウム3
サルίϖχΞɾϑϨΠルΛ合ซ͢Δ
৺େ݂؅疾ऀױױΛͭͳ͙৺Ϧϋ
อࢤ୺ࢁହ඙ɺాࡔ：長࠲
ԋऀ：্໺উ߂ɺԬా݈Ұ࿠
　　　খԂᠳେɺṗ඿ప࠸

1�：10ʙ 1�：10
ポスターセッション
（ϑリーσΟεΧοション）

৹ࠪһ：
খ੢࣏ඒɺྛ　ݑ޺
ҏ藤݈Ұɺࡉ઒ྃฏ
ຊ཯子ɺҪᖒ和େ܀

12：0�ʙ 12：�0
ランチョンセミナー1
ହ࢙ాࡔ：長࠲
ԋऀ：നੴ༟Ұ
ΞϘοτϝσΟΧϧδϟύン߹ಉ会ࣾ

12：0�ʙ 12：�0
ランチョンセミナー2
良࢘ޱ長：୩࠲
ԋऀ：民ాߒҰɺ৿　直ݾ
ΩϟεϫーΫε・δϟύン߹ಉ会ࣾʗ
日ຊϝυτϩχοΫࣜג会ࣾ

12：00～
1�：00
支部評議員会

10：�� ʙ 11：��
一般演題口述セッション2
ଠݐࡔᏻ෉ɺ্ޱ長：໺࠲
コϝンテーター：
　　　໦ވਖ਼थɺٱอాᚸ༝ඒ
ʑ໦良༤ࠤ　　　

1�：00ʙ 1�：00
一般演題口述セッション3
Ұ޾子ɺ࿯ాܟڮߴ：長࠲
コϝンテーター：
　　　খྛ੒ඒɺా中　ر
५ೋࡔؠ　　　

�：��ʙ 10：��
一般演題口述セッション1
ඒ޷઒　༟ɺ৿Լݹ：長࠲
コϝンテーター：
　　　中ࠜӳࡦɺখྛ　ঢ
　　　େӜีܒ
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プログラム
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ୈ��ճۙࢧـ෦஍ํձ　ϓϩάϥϜ

ୈ�ձ৔ʢςϧαϗʔϧʣ

開会式　　9：30

優秀演題セッション　　9：45 ～ 10：45

長ɿ宮脇　郁子（神戸大学）　　࠲
　　　　　白石　裕一（京都府立医科大学）
৹ࠪҕ員ɿ谷口　良司（兵庫県立尼崎医療センター）
　　　　　民田　浩一（明石医療センター）
　　　　　仲村　直子（神戸市立医療センター中央市民病院）
　　　　　笹沼　直樹（兵庫医科大学病院）
　　　　　黒瀬　聖司（関西医科大学）

EP-1　　急性期心不全患者における目標座位時間達成と心不全再入院との関連
　　　　　南　　ཽഅ
　　　　　஍ํಠ立ߦ੓法人　明石市立市民病院　リハϏリςーγϣン՝

EP-2　　肥満女性の骨格筋量評価における新基準 (BMI 補正値 ) の有用性
　　　　　Տ津　ढ़宏
　　　　　関西医科大学附属病院　健߁科学センター

EP-3　　運動特化型デイサービスにおける心血管疾患患者の身体機能の変化
　　　　　中ౡ　༑ཬ
　　　　　Ϗーφεクラϒಙ҇

EP-4　　退院直後の心不全患者が行う塩分制限の実態と認識 
　　　　　中西སʑՖ
　　　　　大阪大学医学部附属病院

EP-5　　外来心臓リハビリテーション患者におけるPHQ-9重症度別の冠動脈疾患リスク因子の差異
　　　　　大西　৳悟
　　　　　Ճ古川中央市民病院　リハϏリςーγϣンࣨ
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シンポジウム 1　　10：55 ～ 11：55
Bridge the gaps： 維持期心リハを地域・クリニックで行う仕組み

藤　༿一（北大阪ほ͏ͤΜ͔病院）ޙ長ɿ　࠲
　　　　近藤　博和（天理よろづ相談所病院）

S1-1　　循環器専門クリニックでの心臓リハビリテーションへの取り組み
　　　　　森下　　ॠ
　　　　　もりした循環器科クリニック

S1-2　　医療法 42 条施設での維持期心臓リハビリテーション
　　　　　－メディカルフィットネスSORAの取り組み－
　　　　　中村　༸貴
　　　　　社会医療法人　高ਗ਼会　高井病院

S1-3　　訪問事業を併設したクリニックで行う心臓リハビリテーションと地域診療
　　　　　田中　ઍय़
　　　　　優৺会　きの͏クリニック

S1-4　　ジャパンハートクラブ　メディックスクラブでの仕組み　―姫路支部の例―
　　　　　田中みͲり
　　　　　δϟύンハートクラϒ　ϝσΟックεクラϒ姫路支部 � 姫路ᘐڠ大学

ランチョンセミナー 1　　12：05 ～ 12：50
高齢心不全患者の包括的管理を考える

（研究科ܥ大阪大学大学院医学）長ɿ坂田　泰史　࠲
ԋ　ऀɿ白石　裕一（京都府立医科大学）
ɿアϘットϝσΟΧϧδϟύン合ಉ会社࠵　ڞ

会長講演　　13：00 ～ 13：30
健康運動指導士による生活習慣病予防の運動指導から心臓リハビリテーションまでの 38年の経験

長ɿ野原　ོ司（高の原中央病院）　࠲
ԋ　ऀɿ今井　　優（医仁会武田総合病院　疾病予防センター）

特別講演　　13：35 ～ 14：05
糖尿病と心臓リハビリテーションの関わり

長ɿ今井　　優（医仁会武田総合病院　疾病予防センター）　࠲
ԋ　ऀɿຟ田　　ग़（三菱京都病院）
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シンポジウム 2　　14：10 ～ 15：10
超急性期の疾患別の心リハ開始と進行基準を考える

長ɿ小笹　寧子（高の原中央病院）　࠲
　　　　本多　　祐（兵庫県立はりま姫路総合医療センター）

S2-1　　重症心不全患者の急性期心臓リハビリテーション
　　　　　村田　　誠
　　　　　国立循環器病研究センター

S2-2　　超急性期の疾患別の心リハ開始と進行基準を考える（開心術・大血管）
　　　　　谷口　良司
　　　　　兵庫県立尼崎総合医療センター

S2-3　　超急性期心不全患者の心臓リハビリテーションを効果的に進める
　　　　　西原　浩真
　　　　　神戸市立医療センター中央市民病院

S2-4　　下肢の浮腫について考える
　　　　　白石　裕一
　　　　　京都府立医科大学

CPXセミナー　　15：30 ～ 16：30

長ɿ近藤　博和（天理よろづ相談所病院）　࠲
ɿ村田　　誠（国立循環器病研究センター）ࢣ　ߨ

閉会式　　16：45
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ୈ�ձ৔ʢ౦ؗ�֊ηϛφʔϧʔϜ�ʙ�ʣ

一般演題口述セッション 1　　心リハの運営・多職種協働　　9：45 ～ 10：45

長ɿ古川　　裕（神戸市立医療センター中央市民病院）　࠲
　　　　森下　好美（もりした循環器科クリニック）
ίϝンςーター
　　　　中根　英策（北野病院）
　　　　小林　　昇（横山駅前ハート内科クリニック）
　　　　大Ӝ　ีܒ（のぞみハートクリニック天Ԧࣉ）

O1-1　　当院における心肺運動負荷試験 (CPX) による心筋虚血診断精度の検討
　　　　　井上　୓໵
　　　　　医療法人　白ؠ内科医院

O1-2　　回復期リハビリテーション病院での循環器疾患患者受け入れの取り組みと
　　　　外来心臓リハビリテーションの実現
　　　　　山口　　ޭ
　　　　　神戸リハϏリςーγϣン病院

O1-3　　心大血管患者の退院後の転帰（外来心リハ移行率と今後の課題）
　　　　　川内ຑཬ子
　　　　　西宮౉ล೴ଔ中৺ଁリハϏリςーγϣン病院

O1-4　　当院回復期リハビリテーション病棟における心臓リハビリテーションの実態調査報告
　　　　　山田　真ൕ
　　　　　医療法人ๅ࣋会஑田病院

O1-5　　テーラーメイドな心臓リハビリテーションを実現するための当院の取り組み
　　　　　山本祐೭介
　　　　　医療法人ࣣ;͘会;͍͘クリニック

一般演題口述セッション 2　　心リハの継続・患者教育　　10：55 ～ 11：55

長ɿ野口　暉夫（国立循環器病研究センター）　࠲
　　　　上坂　建太（北野病院）
ίϝンςーター
　　　　木股　正樹　（大津市民病院）
　　　　久保田ᚸ༝美（関西医科大学総合医療センター）
　　　　佐ʑ木良༤　（医仁会武田総合病院）
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O2-1　　心不全手帳を用いて指導を行った患者の１年以内における再入院率の報告
　　　　　২田　੐太
　　　　　済生会滋賀県病院　リハϏリςーγϣンٕज़科

O2-2　　リハビリテーション病院で外来心臓リハビリテーションを行う意義
　　　　　～急性期病院での経験を踏まえて～
　　　　　石井　　英
　　　　　八ඌは͊ͱ;Δ病院

O2-3　　COVID-19流行下における当院外来心臓リハビリテーションの取り組みによる運動耐容
能とサルコペニアの評価

　　　　　ಿ඿　徹࠸
　　　　　滋賀県立総合病院

O2-4　　開業医でおこなう心リハの継続実施における検討
　　　　　中川　জ人
　　　　　医療法人জʑ会　中川内科

O2-5　　地域外来心臓リハビリテーションの継続率と役割
ະࡊ　஍ࣉ　　　　　
　　　　　きの͏クリニック

ランチョンセミナー 2　　12：05 ～ 12：50
Transforming Your Daily Practice with FFRangio

長ɿ谷口　良司（兵庫県立尼崎総合医療センター）　࠲
ԋ　ऀɿ民田　浩一（社会医療法人愛仁会　明石医療センター）
　　　　ʮ৺݂ڏےΛཧղ͠ྟচʹ͔͢׆ʯ
　　　　森　　直ݾ（大阪͚͍ͭ͞病院）
　　　　ʮ݂ڏධՁͷ࠷લઢ　''3BOHJP� Λྟচʹ͔͢׆ʯ
会社ࣜגɿΩϟεϫークεɾδϟύン合ಉ会社ʗ日本ϝドトϩニック࠵　ڞ

一般演題口述セッション 3　　症例検討　　13：00 ～ 14：00

長ɿ高橋　敬子（兵庫医科大学）　࠲
　　　　鷲田　幸一（兵庫県立尼崎総合医療センター）
ίϝンςーター
　　　　小林　成美（神戸大学）
　　　　田中　　希（京都大学）
坂　५ೋ（長久病院）ؠ　　　　
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O3-1　　中等度強度連続有酸素運動による心肺機能改善不良例に対する高強度インターバルト
レーニングの有効性

　　　　　小山田ঘ史
　　　　　大津赤十字病院

O3-2　　入院早期の訪問リハビリテーション検討が退院後の円滑な連携につながった心不全患
者の一例

　　　　　村司憲三࿕
　　　　　医学研究所北野病院　リハϏリςーγϣン科

O3-3　　実際と理想の食生活のギャップを乗り越える：心不全患者の入院から退院後半年の食と
思いの質的記述的研究

　　　　　山本　Ί͍
　　　　　京都大学医学部附属病院

O3-4　　心臓リハビリテーション地域連携が有効であった高齢弁膜症術後患者の一例
本　浩司ؠ　　　　　
　　　　　神戸市立医療センター中央市民病院　リハϏリςーγϣンٕज़部

O3-5　　免疫グロブリンG4関連疾患由来の急性 Stanford A 型大動脈解離に人工血管置換術を
行った患者への理学療法経験

　　　　　松ඌ　泰஌
　　　　　兵庫医科大学病院　リハϏリςーγϣンٕज़部

シンポジウム 3　　14：10 ～ 15：10
サルコペニア・フレイルを合併する心大血管疾患患者をつなぐ心リハ

長ɿ坂田　泰彦（国立循環器病研究センター）　࠲
　　　　山୺　志保（京都府立医科大学）

S3-1　　急性期から生活期へつなぐ回復期リハビリテーション病院における心リハの役割
　　　　　上野　উ߂
　　　　　西記念ϙートアイランドリハϏリςーγϣン病院

S3-2　　心不全患者を病院から地域につなぐ―訪問リハビリテーションの現状と課題―
　　　　　岡田健一郎
　　　　　医療法人社団ゆみの　のぞみハートクリニック

S3-3　　運動特化型デイサービスにおける心疾患患者の利用状況と身体機能の変化
　　　　　小園　ᠳ大
会社Ϗーφεࣜג　　　　　
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S3-4　　サルコペニア・フレイルを合併する心大血管疾患患者をつなぐ心臓リハビリの重要性と
滋賀県での取り組み

　　　　　ಿ඿　徹࠸
　　　　　滋賀県立総合病院

スイーツセミナー　　15：20 ～ 16：05
心臓リハビリテーションから考えるSGLT2 阻害薬の臨床的意義

本　཯子（བ和会Ի羽病院）܀長ɿ　࠲
ԋ　ऀɿՃ藤　ܙ理（京都大学大学院医学ܥ研究科）
会社ࣜג会社ʗアεトラθωΧࣜגۀ޻ɿ小野薬඼࠵　ڞ

教育講演　　16：10 ～ 16：40

長ɿ水谷　和郎（六甲アイランド甲南病院）　࠲

E1-1　　成人先天性心疾患患者の一例から考える精神発達とメンタルヘルス支援
　　　　　஛原　　า
　　　　　兵庫県立はりま姫路総合医療センター
　　　　　)ZPHP 1TZDIP�DBSEJPMPHZ 研究会
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一般演題ポスターセッション　　14：10 ～ 15：10

P-1　　心臓リハビリテーションの介入により、運動耐容能や自覚症状の改善に成功した微小血管
性狭心症の一例

　　　　　૲༿　ྯ奈
生会武田病院߁　　　　　

P-2　　食事指導を受けた心不全患者の退院後初回外来から半年度までの食習慣と思い
　　　　　山下　Ղܙ
　　　　　神戸大学医学部෇属病院

P-3　　下肢運動により真腔の血流が制限され間欠性跛行を呈した偽腔開存型B型大動脈解離の一例
佐　ਫ਼志ؠ　　　　　
　　　　　天理よろづ相談所病院　リハϏリςーγϣン部

P-4　　心筋梗塞と骨髄異形成症候群を合併、化学療法中も心リハ継続し運動耐容能、QOLを維持
できた高齢者の 1例

藤͞΍͔ޙ　　　　　
　　　　　関西医科大学総合医療センター　健߁科学センター

P-5　　急性期・回復期・外来の切れ目ない心リハが有用であった開心術後の ICU-AW合併症例
　　　　　福田　ষ人
　　　　　医療法人৽生会　総合病院　高の原中央病院　リハϏリςーγϣン科

P-6　　手術適応に迷う重症心房性機能性MR症例に対してCPXを用いて実施した外来心リハの検討
　　　　　ञ井　宏樹
　　　　　+C)0 大阪病院

P-7　　多疾患を合併した急性心筋梗塞例における早期離床の有効性：薬物療法の併用と多職種
連携による多面的介入

　　　　　三澤　ࡊॹ
　　　　　神戸市立医療センター中央市民病院　リハϏリςーγϣンٕज़部

P-8　　維持期心臓リハビリテーションを継続し、ADLを維持した心不全患者の症例
　　　　　ླ木　ت໵
生会クリニック߁　　　　　

P-9　　高強度インターバルトレーニングに変更したことで運動耐容能が改善した 1例
　　　　　伊౦　߶志
　　　　　八ඌは͊ͱ;Δ病院
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P-10　　脊椎固定術後の起立性低血圧に心リハチーム介入が奏功した症例
　　　　　森井　裕太
　　　　　関西医科大学ͣ͘は病院

P-11　　心リハを契機に就労につながった成人先天性心疾患の 1例
　　　　　白井　ৎথ
　　　　　Ճ古川中央市民病院　循環器内科

P-12　　高強度インターバルトレーニング（HIIT）を実施し運動耐容能が改善した心大血管術後
患者の一例

　　　　　田所　ஐ宏
　　　　　兵庫医科大学病院　リハϏリςーγϣンٕज़部

P-13　　地域連携室が行う心臓リハビリテーションにおける一次予防の取り組み
　　　　　松本　祐子
　　　　　三菱京都病院

P-14　　多職種チームの包括的介入により在宅復帰を実現した末期心不全患者の一例
　　　　　吉田　裕人
　　　　　市立奈良病院

P-15　　外来心臓リハビリテーション終了後 3ヶ月および 6ヶ月における運動習慣の定着と再導
入因子の比較検討

　　　　　西村　亮ଡ
　　　　　བ和会Ի羽病院

P-16　　患者の思いを基に看護外来で介入し受診継続に至った１例
　　　　　Յت　　Ѯ
　　　　　ಠ立ߦ੓法人国立病院ߏػ　京都医療センター

P-17　　CPXの活用によりシームレスなリハビリテーションが出来たことで運動耐容能に改善を
認めた高齢心疾患症例

　　　　　赤阪　యԻ
　　　　　医療法人ڞӫ会໊ख病院　リハϏリςーγϣン部

P-18　　術後対麻痺を合併した腹部大動脈瘤患者に対し介助歩行獲得を目指した一症例
　　　　　前田　　ً
　　　　　滋賀医科大学医学部附属病院　リハϏリςーγϣン部

P-19　　失神を伴う超重症大動脈弁狭窄症に対する運動療法の検討～ADL維持に努めた一症例～
　　　　　西川　ߊ希
　　　　　済生会滋賀県病院　リハϏリςーγϣンٕज़科
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P-20　　アドヒアランス不良の心不全患者に対し多職種連携を行い再発予防指導を行った一例
　　　　　羽田真೭介
　　　　　国立病院ߏػ　京都医療センター　リハϏリςーγϣン科

P-21　　内視鏡下低侵襲心臓手術（MICS）による医療スタッフの業務効率化と診療体制強化の成果
　　　　　森本　ت久
　　　　　北೻ຏ総合医療センター　৺ଁ݂؅֎科

P-22　　地域密着型健康教室「べっぷ元気DAY」の開催とその取り組み
　　　　　天Ֆࣉ祐ل
　　　　　医療法人౶৺会　΂ͬ΀内科クリニック　৺ଁリハϏリςーγϣン部

P-23　　開心術後長期臥床を余儀なくされた患者に対し、多職種協働することで呼吸器離脱、ADL
が改善した一症例

　　　　　佐ʑ木志保
　　　　　医療法人　川崎病院　ޢ؃部

P-24　　心リハ継続し良好な経過を得るも不安定狭心症を発症した一例
　　　　　若林　　徹
　　　　　関西医科大学附属病院　健߁科学センター


